
２０２１年度 自己点検・評価チェックシート  学部・研究科名：会計研究科 

※学部・研究科ごとに作成してください。                                 

確認事項 1   ３つのポリシー 

（１）３つのポリシーを教授会・運営委員会等で確認した 
☒確認した    2020 年 10 月  会議名：会計研究科運営委員会 

☐確認していない    年  月  確認予定 

（２）３つのポリシーは学生や社会に公表されている 
☒公表されている ☒要項 ☒HP ☒パンフレット ☐その他（            ） 

☐公表されていない 公表予定時期： 

 

 

確認事項 2   学修成果 

（１）学修成果を設定している 
☐設定している ⇒確認事項(2)、(3)を記入 

☒設定していない    2021 年 12 月 22 日  設定予定 

（２）学修成果の内容 

☐各学部・研究科の DP と関連付けて設定している 

☐複数の方法で根拠に基づいて測定することが可能である 

☐知識、スキル、態度をバランスよく含んでいる 

☐「学生は、～することができる」といった形式にするなど、わかりやすく記述している 

（３）学修成果を明示している 
☐明示している ☐要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（             ） 

☐明示していない    年  月 明示予定 

◆明示している学修成果 

2021 年 12 月 22 日の研究科運営委員会にて、上記（２）の全チェック項目に適合した以下内容が承認予定であり、 

承認次第、要項、HP 等で明示する。 

 

会計研究科では、修了時に身に着けておくべき能力を以下のように定める。 

 学修成果 1 会計および隣接領域の専門家として不可欠な高い倫理意識を身につけている。 

 学修成果 2 会計および隣接領域の専門家として不可欠な知識を修得している。 

 学修成果 3 会計および隣接領域の専門家として不可欠なコミュニケーション能力を修得している。 

 学修成果 4 会計および隣接領域の専門家として不可欠な自ら問題解決にあたることができる応用力を修得している。 

 



＜３つのポリシー・カリキュラム・入試制度の変更＞ 

 ※2020 年度４月以降に変更を決定した項目があれば記載してください。本チェックシートの別項目で記載している場合は不要です。 

 

項目 変更時期 変更内容 変更理由 

ディプロマ・ポリシー 

 

2020 年 10 月 冒頭の記載を「人材養成その他の教育研究上の目的」と一

致させるとともに、認証評価で分科会委員長から、「目的」

から展開される構成を示唆されたことを受けて、次段落で

「手法」、その次の段落で「期待する学習成果・修了生像」

を掲げて、具体的な表現へと変更した。 

 

2019 年の認証評価において、「検討課

題」として、「学位授与方針については、

学生が認識できる学習成果としては抽

象的であるので、より具体的に表現する

必要がある」とされたことを受けて。 

 

カリキュラム・ポリシー 

 

2020 年 10 月 「特に、実務・応用科目群においては、専門性と高いコミ

ュニケーション能力の向上を目指して、少人数で履修者が

能動的に取り組むワークショップ科目を多面的に設け

る。」との文言を追加。 

 

上記、ディプロマ・ポリシーの変更時に

コミュニケーション能力の向上を入れ

たことにともなう。 

 

 

   

 

※確認事項 3-1、3-2、3-3、3-4、3-5、3-6、3-7、3-8、3-9、3-10 は該当なし 

 


